
フロン類管理の「棚卸し」 
〜経営者としての数値的管理〜 

 

１．フロン類の経営数値化 

表１．経営数値化の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、フロン類使用の業務用冷凍空調機器については、代替フロンの生産削減が行われ

る中、サービスなどが困難になることが想定されます。そのためにも、自社使用の機器台

数と所有冷媒量・種別の「棚卸」による把握が経営者として大切となります。「棚卸」の

実行により使用中機器の継続使用／更新などの経営的な判断材料となります。これは、多

くの機器を所有している企業にとって、グリーン冷媒機器に変更する時期の判断は経営的

に重要な問題であり、寿命がある機器は最後まで使い切ることが必要です。さらに、代替

フロンのサービス使用量を把握することが、今後のサービスの確保にもつながります。そ

して、フロン排出抑制法の遵守は企業としてのコンプライアンスとしても大切なことであ

り、表１の内容などを統合報告書などにフロン類の経営数値を報告することが TCFD（気

象関連財務情報開示タスクフォース）による GHG 総量の開示であり、企業価値向上につ

ながることになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 会社保有の業務用冷凍空調機器の把握（棚卸） 

• 会社保有の全冷媒量・種の把握（棚卸） 

• 購入（補充）冷媒量・種の把握（算定漏えい量） 

• 機器廃棄時の回収冷媒量・種の把握（行程管理制度） 

• 再生冷媒量の把握 

• 定期点検・簡易点検実施の把握 

• フロン排出抑制法の遵守 

• フロン関係の経営数値を統合報告書、ESGレポート等で報告 



２．Excel は最強のツールになるのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.企業による算定漏えい量などの算出指示（Excel） 

  

 

Excel はとても便利なツールで殆どの従業員が使うことができ、中にはスキルが高く“エ

クセル職人”なると呼ばれる人たちもいます。2015 年に「フロン排出抑制法」が導入され

た時に、殆どの企業では図１のように本社、事業所、現場の間で Excel を駆使して「算定

漏えい量」の算出を行われたことだと思います。数年間 Excel を利用されてけっこう人と

手間が掛かると実感されたのではないでしょうか。管理者からは下記の様なご意見を伺っ

ています。 

１．各事業所から上がってくる集計に時間がかかり、本社での取り纏めに影響 

２．業者の算定漏えい量の記録のフォームがまちまちでインプットに時間がかかる、イン

プットミスの修正に時間がかかる 

３．管理機器台数が多いため、Excel への入力作業に時間がかかる 

４．事業所や現場に渡したひな形の Excel が時間と共に、オリジナルから変化して本社や

事業所での自動集計ができなくなった 

５．入力作業と集計作業に人的負荷大 

 

 確かに、誰でも使える Excel ですが汎用的な便利なソフトであるがため、管理台数が多

い業務用冷凍空調機器の管理には逆に手間や人的負荷が増えたと思われます。さらに、今

後の表１に示す「フロン類の経営的数値」の棚卸しなど Excel を駆使して行うことは、コ

ストパフォーマンスが良いとは思えません。 



３．RaMS 導入による DX の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 機器管理台数が多く、事業所や部門を複数抱えている企業経営者にお勧めしたいのが

RaMS による、「フロン排出抑制法」の遵守と「フロン類の経営数値」による管理です。 

 

 

（１） 法遵守 

経済産業省・国土交通省・環境省令第 3 号に準拠した、電磁的に保存・作成・縦

覧・交付・承諾が可能なシステムですので、紙媒体による保存が一切不要となりま

す。したがって、機器廃棄時の行程管理制度に関する書類など全て安全にクラウド

に保存されます。（整備者、充塡回収業者、破壊業者などがクラウドへ入力） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） フロン類の経営数値管理の実現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．RaMS からダウンロード一例 

  

 

 

 

 

一度、RaMS に機器登録をすれば RaMS のデータベースから「見える化」のために必要

なフロン類の経営数値を瞬時で使い慣れた Excel フォームでいつでも欲しい時に図２のよ

うにダウンロードすることができます。例えば、表１の経営数値を含め全社で所有してい

る機器リスト、冷媒量と種類、点検件数、廃棄機器リスト、温対法など個々に算出するた

めには膨大な時間が掛かるデータを入手することができます。 

 

 

 

 

 

 



（３） 全社として機器更新計画とサービス用の冷媒確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2036 年のグリーン冷媒への切り替えポイント時期以降もさらに約 20 年程度代替フロン

機は段階的に数を減らしながら稼働していると考えます。すなわち、今後少なくとも 30

年間は「棚卸」が重要であり続けるでしょう。そして、法遵守による冷媒漏えい対策を強

化することが企業として益々大切になります。さらに、全社保有の機器の台数と冷媒量、

毎年のサービスにおける冷媒購入量などを把握・管理することにより、グリーン冷媒機器

への入替時期など、より具体的な中長期計画を策定することができます。 

 RaMS 導入で、「棚卸し」が実現され、従来は事業所や現場単位でしか把握できなかった

業務用冷凍空調機器の詳細な全体像が本社で「見える化」となり、フロン類の管理の実態

が RaMS により経営数値化されます。 

 


